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　平成27年1月1日現在、関市では21分団、1114人
の消防団の皆さんが活躍しています。しかし、入団
員数の減少や、団員の高齢化が進み、このままで
は団を維持することが厳しい分団もでてきます。
　自分たちが暮らす街を守る消防団に力を貸して
ほしい・・・今回は現役消防団員の皆さんに、それ
ぞれの立場から語ってもらいました。

照会先 危機管理課　☎２３－７７３６　 ２３－７７４８

特    集

あなたの力を
　 　 　 貸してほしい

ー 関 市 消 防 団 ー
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　入団にあたっては正直、仕事があるのに消防団ができるのかと

抵抗がありました。でも団の皆さんも仕事をしながらという方ばかり

で、自分の都合を配慮してくれました。仕事がある以上、常に参加

できない代わりに、自分が動ける時に自分ができることを精一杯協

力しようと心がけてきました。

　同じ地域に暮らすいろいろな方と出会い、つながりができることは、

消防団でのやりがいになりますよ。

　現在は8人で活動しています。パトロールや啓発活動が主な任

務ですが、もちろん消防訓練や捜索活動に加わることもあります。

また応急手当普及員として講習会も行っています。消防団は力仕

事中心という訳ではなく、女性ならではの視点で活躍できる分野は

たくさんありますよ。できる範囲で難しく考えず、女性にも若い皆さんに

も力を貸してほしいです。

「自分が動ける時に
自分ができることを」

「女性でも活躍できる    
分野はたくさん！」

古川  寛之 さん

（瀬尻分団）
   関市立緑ヶ丘中学校勤務

和田  禮子 さん、境田  典子 さん、

長屋 あさみさん、太田  英美さん、
長屋  満里子 さん（板取分団）

広報せき 2015.2.1

　入社の時からずっと消防団に所属して活動してきましたが、特に

勤務上での支障はありませんでした。もちろんこれは会社の理解が

あってこそ。消防団員である自分に職場のみんなが協力してくれる

おかげです。それともうひとつ、団員の協力も忘れてはいけません。

　消防団に対してまわりはきっと理解してくれるはず。仕事との両立

は可能ですし、むしろ誇りをもって活躍してほしいですね。

1. 働きながら・・・

2. 女性の立場から・・・

「まわりの理解に
感謝しています」
大澤  徳章 さん

（洞戸第1分団）　
（株）大野ナイフ製作所勤務
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　友人が消防団に入っており、いろい

ろ話を聞くとやりがいがありそうで興味

がわいてきました。学生隊での経験が

将来も続けられるようがんばります。

平成27年消防出初式において、
学生隊が初披露されました。

学生隊が着用するベ
ストには「刃物のま
ち関市」をイメージ
したロゴマークが。
デザインは同大学の
女子学生が考案しま
した。

　入団のきっかけは東日本大震災でした。防災や災害時に何か

役立つことを学びたいと思いながらホームページを見て応募しまし

た。活動は男性団員と同じですが、救命講習も受けることができて

よかったです。

　実際に入団してみて、予想以上に地域の皆さんが協力してくれ、

地域への愛着が深まりました。やはり地域のつながりは大事なんだ

と。女性でもまったく問題なく活躍できます。まずは入ってほしい。団で

の経験はきっと役立つはずですよ。

　平成27年4月、中部学院大学
の学生を中心とした「関市消防
団中部学院大学学生隊」が発足
します。
　学生隊は大規模災害時など
要請があった場合以外の出動
は原則ありませんが、各種行事
への参加や消防団のＰＲ活動な
ど、さまざまな場面での活躍が
期待されています。
　また、卒業後も学生隊での経
験を活かし、明日の消防団を担
う人材となってほしいという願い
が込められています。初年度は
32人の隊員が任命される予定
です。

「経験はきっと役立つはず」
原口さつきさん（倉知分団）

小椋  慎也さん（１年生）　

3. 若い力も加わります

広報せき 2015.2.1
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「団でも時々利用させてもらっています。ここの料理、ホント

うまいんですよ。割引はうれしいですね。」（本田さん）

「地域のためにボランティアで活動している消防団を応

援したくて、このプロジェクトに協力しています。」（オーナー　

足立浩由さん）

「すてきな出会いに感謝しています。

これからも地域のため、家族のため

にがんばります！」

西部貴宏さん（広見分団）、琴子さん

☆交流会で出会い、ご結婚された
　おふたりです・・・

その１．家庭厨房  楓（小瀬）　

その２．マーゴ（倉知）※一部専門店およびシネックスマーゴ、マーゴの湯で特典が受けられます。

「ヒマラヤ関マーゴ店」

「マーゴの湯」  ※通常料金が平日５０円、

                                        土日祝は１００円オフ！！

　市内のプロジェクト参加店舗を利用の
際、団員に配られる「サポートカード」を提
示すると、おトクな特典が受けられます。
（参加店舗、利用条件など詳細は市ホーム
ページをご覧ください。）
　今回は協力いただいている店舗の一例
を現役団員である本田さんが紹介します。

関市消防団 サポートプロジェクト

本田 敏郎 さん（瀬尻分団）
（有）中濃自動車勤務

4. 消防団を応援します

「消防団員と交流会」
　も開催！！

これからもがんばってよ！

はいっ！！

値引きさせていただきます。

消防団員なのですが。

お願いします！

はい。割引になりますよ。

※団員とその家族の方の食事代が
   １０％オフ！！

　この街を守るため、日々
活躍する消防団を、街全体
で応援していきます。
　消防団に関心をもった皆
さん、今こそあなたの力が
必要です。気軽に地元の消
防団または市危機管理課に
問い合わせください。

団員のみ５%オフ！！
（一部除外品などあります）

広報せき 2015.2.1



議会（議員）
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関市のまちづくりの最も大切な理念を定める

まちづくりの主役は市民

みんなの役割と責任

関市自治基本条例が
制定されました！

　自治基本条例では、市に関わる多くのみなさんの知識や経験がまちづくりに生かされるよう、市内に住所がある
方だけでなく、市内に通勤や通学されている方、市内の事業者や団体などを「市民」としています。
　すべての市民は、まちづくりに大切な存在です。市民一人ひとりの考えが大切にされ、市民が主役であることが
実感できるまちをみんなでつくります。

関市は次の6項目を基本にまちづくりを進めます。

　1　市民が主役のまちづくり

　2　市民が生涯にわたり自由に学び合うまちづくり

　3　市民が参画するまちづくり

　4　市民、議会及び行政が協働するまちづくり

　5　情報を提供し共有するまちづくり

　6　自然、歴史、文化、産業等の地域資源を生かすまちづくり

　より良いまちづくりを進めるためには、みんなが、まちづくりに理解を深め、自ら進んで行動することが大切です。
条例には次のように、みんな（市民、議会、行政）の役割と責任を定めています。

　関市自治基本条例には、みんな（市民、議会、行政）の力で「まちづくり」を進めるための
大切なルールが定められています。
　条例ができたからといって、市民の日常生活が今すぐ目に見えて変化するものではあり
ませんが、この条例に基づき、市民、議会、行政が共に考え、行動することでより良いまちづ
くりを進めていくことができます。

●市政 運営をしっかり監視します。
●市民の意見を聴き、議会活動に反映
　します。
●議会活動の情報を市民に提 供します。

行政（市長・職員）
● 効 率 的 な市 政 運 営 、将 来を展 望した 持
　続的なまちづくりを推 進します。
●市民の意見を聴く機会をつくります。
●公正・誠実に職務を行います。
●市民との 信 頼関 係を築き、協働してまち
　づくりを推 進します。

市民のみなさん
●まちづくりの主役であることを自覚し、
　まちづくりに参画します。
●まちづくりに参画するに当たっては、
　自らの発言と行動に責任を持ちます。

市民協働課　☎23―7711照会先

市民自治の実現

平成26年12月25日 施行



▲ 市民からの施策や事業提案

　　（まちづくり市民会議）

◀ 

市
民
へ
の
説
明
会

　　　高齢者のたまり場づくり（地域委員会事業）

▲

平成24年12月から1年2カ月にわたり、関市自治基本条例策定審議会で条例の素案を審議いただきました。

策定に関わった委員の方からの感想を紹介します。
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市民参画・協働のしくみ

条例の策定にかかわって

　　協働によるまちづくりを進めるためには、より開かれた行政と市民が積極的にまちづくりに関わることができる
　仕組みをつくることが必要です。
　　条例には次のような市民参画・協働の仕組みを定めています。

市民と情報を共有します

●まちづくりに必要な情報をみんなで共有します。

● 個人情報は慎重かつ適切に取り扱います。

●市政に関する情報を分かりやすく説明します。

市民のまちづくり活動を支援します

●地 域委員会など住民主体のまちづくりを支援します。

●市民活動センターを設置し、ボランティアなど市民活動

　を支援します。

市民がまちづくりに参加できる環境をつくります

●審議会などに原則公募委員を含めます。

●重要なことを決 定する場合は、住民投 票ができます。

●まちづくり市民会議など市民が施策や事業を提 案

　できるようにします。

●重要な計画や制度などを定めるときは、パブリック

   コメントや住民説明会を通じて広く市民の意見を聴きます。

●まちづくりに関する住民の満足度を調査し、まちづくり

　に反映します。

　自治基本条例は理念条例である
ことから、本条例には抽象的・包括
的な条文が多くみられます。「絵に描
いた餅」にならないよう、条文に基づ
いた具体的な施策の推進を期待しま
す。
　また、「地域委員会」「市民活動セ
ンター」「まちづくり市民会議」につ
いては、市民が主役のまちづくりを担
保するためにも、三位一体の機関・
組織として位置づけられ、それぞれの
機能が重複して発揮されるよう切望
します。

　未来を担う子どもたちが健やかに
育まれる環境をつくる責任が私たち
大人にあります。この関市をどのよう
なまちとして子ども達に残していくか
という視点でまちづくりを考えること
が大切です。
　また、すべての市民がまちづくりに
は欠くことができない存在です。関市
が、高齢者や子ども、障がい者や病
気の人達の小さな声も大切に拾い上
げてくれる“やさしいまち”であってほ
しいと思います。この条例がまちづく
りの礎になっていくことを望みます。

阪野　貢さん 杉山　ミサ子さん

予　告

関市自治基本条例制定記念
関市まちづくり講演会

■日時　３月１４日（土） 午後１時３０分～午後３時３０分

■場所　わかくさ・プラザ「学習情報館　多目的ホール」

■講師　大
おお

森
もり

　彌
わたる

さん（東京大学名誉教授）
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申告書の作成はご自身で

市・県民税の申告のお知らせ

　平成27年1月1日現在、関市内に住所があり、平成26年中（平成26年1月～12月）に所得がある人で、次に該当する
人は申告してください。
①給与所得だけで、勤務先から市へ「給与支払報告書」の提出がされていない人（必要に応じて勤務先で確認し
　てください。）
②公的年金所得だけで、各種控除（扶養控除、社会保険料控除等）を受けようとする人
③給与所得や公的年金所得のほかに、農業・不動産・配当などの所得がある人　など
※給与を1カ所から受けている人で、給与所得や退職所得以外の所得が20万円以下の場合、所得税の確定申告は
　必要ありませんが、市・県民税の申告は必要です。
※課税所得証明書などの証明書が必要な人は、所得がなくても市・県民税の申告が必要です。

1 市・県民税の申告が必要な人

①所得税の確定申告をする人
②給与所得または公的年金所得だけで、勤務先や支払者から市へ支払報告書が提出されている人

3 市・県民税の申告をしなくてもよい人

　市・県民税の申告会場においても、所得税の還付申告などの受付ができますが、次の内容の申告をされる方

は、関税務署（申告受付会場：アピセ・関）で申告をしてください。

○土地、家屋などを売られた方　○山林を売るなどされた方　○損失の申告をされる方（株式売買など）
○青色申告をされる方　○贈与税、相続税などの申告をされる方

5 市役所で受付できない申告

　例年の傾向による見込みですので、実際の混雑状
況とは異なることがあります。当日の天候などによっ
ても混雑状況が変わる場合がありますので、あらか
じめご了承ください。
　なお、午前のほうが混雑する傾向にあります。

※申告の内容によっては受付時間が長くなる場合も
ありますので、時間に余裕をもってお越しください。

4 申告会場混雑予想（市役所市民ホール）

市・県民税申告会場 開設期間 時　間

市 役 所 1 階・市 民 ホール
洞 戸 事 務 所
板 取 事 務 所
武芸川老人福祉センター
（ 武 芸 川 仮 事 務 所 内 ）
武 儀 事 務 所
上 之 保 事 務 所

 2月16日（月）

～

  3月16日（月）

（土・日曜日を除く）

午前9時～午後5時

田 原 ふ れ あ い セ ン タ ー 2月24日（火） 午前9時30分～午後3時

富 野 ふ れ あ い セ ン タ ー 2月26日（木） 午前9時30分～午後3時

西部ふれあいセンター（本館） 3月  5日（木） 午前9時30分～午後3時

2 市・県民税の申告受付会場と受付期間

税務課市民税係　☎23―8893照会先

月 火 水 木 金 土・日

2 /16
非常に混雑

17
非常に混雑

18
非常に混雑

19 2 0
2 3
混　雑

2 4
混　雑

2 5 2 6
混　雑

27
非常に混雑

3 /2 3
混　雑

4
混　雑

5
混　雑

6
混　雑

9
非常に混雑

10 11
混　雑

12 13
混　雑

16
非常に混雑
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有：✓
認印 （シャチハタ等の朱肉を使わない材質の柔らかいものは不可）

金融機関の口座番号 （所得税の還付申告の場合、申告者本人の口座番号が必要です。）

　従来まで、先着順で受付をしていましたが、今回より、申告に必要な書類の整理や計算が済んでいる人から

順に受付を行います。  ※広報せき平成27年1月号参照
申告が円滑にできるよう、収支計算や医療費の計算など、事前にご自分で行っていただきますようご協力をお願いします。
※この申告受付方法の変更は市役所（本庁）のみで、各地域事務所における申告受付は従来どおりです。

　次のチェックリストでご確認ください。（このリストを市役所の申告会場で記入していただきます。）

　※収支のわかる書類

　※次の控除を受ける場合の必要書類

※例年「年金振込通知書」や「年金額改定通
　知書」を持参される人がいらっしゃいます
　が、「源泉徴収票」以外では申告できませ
　んのでご注意ください。

「源泉徴収票」と記載された
　ものが必要です。

6 市役所での申告受付方法が変わります

7 申告に必要なもの

昨年の収入（所得）について 必要書類 有：✓
給与収入がある人 給与所得の源泉徴収票【原本】

年金をもらっている人 公的年金等の源泉徴収票【原本】

不動産所得がある人 収支を計算した収支内訳書

事業（農業も含みます）所得がある人 収支を計算した収支内訳書

控除の種類 必要書類 有：✓

医療費控除
年間10万円又は所得の５％のいずれか少ない金額以上

医療費の領収書【原本】（平成26年1月～12

月支払分）
領収書の合計金額が計算済である。
医療費の補てんされた金額がわかるもの

社会保険料控除
国民年金保険料、国民健康保険税、介護保険料
後期高齢者医療保険料、任意継続保険料

控除証明書等【原本】
（支払った金額がわかるもの）

生命保険料控除
一般の生命保険料、介護医療保険料、個人年金保険料

保険料払込証明書【原本】

地震保険料控除
地震保険料、旧長期損害保険料

保険料払込証明書【原本】

障害者控除
本人、配偶者、あなたが扶養をしている人について、障害
者控除の申告をする場合

障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳など
要介護認定者に対する障害者控除については、
「障害者控除対象者認定書」が必要です。市役所
高齢福祉課、もしくは各地域事務所で手続きをお
願いします。

寄附金控除 領収書【原本】

平成26年分

支払を
受ける者

区　分 支 払 金 額 源 泉 徴 収 税 額

住所
または
居所

氏名

生年月日

公 的 年 金 等 の 源 泉 徴 収 票

8 その他

　市・県民税申告書は、税務課、西部支所、各地域事務所で配布します。なお昨年、市・県民税申告書を提出し
た人には申告書を送付します。



確定申告会場 開設期間 時　間

①事業（営業・農業）所得、不動産所得、雑所得（公的年金など）や一時所得などがあり、計算の結果、
　所得税額が発生する人
②給与の収入金額が2,000万円を超える人
③給与を2カ所以上から受けている人
④給与を1カ所から受けている人で、給与所得や退職所得以外の所得金額が20万円を超える人　など
※確定申告をする人は、ご自身で所得税の申告書を作成してください。
※確定申告書は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）から作成できます。

1 所得税の確定申告が必要な人

2 所得税の確定申告受付会場と受付期間

所得税の申告のお知らせ
関税務署　☎22―2233（代表）照会先

※税務署の代表電話は、自動音声によりご案内しています。
　国税に関する一般的な相談は「1」を、税務署からの照会やお尋ねは「2」を選択してください。
※なお、3月16日（月）までは所得税、消費税、贈与税の申告に関する相談は「0」を選択してください。

アピセ・関
（関市平和通7丁目5番地1）

2月16日（月）～3月16日（月）
（土・日曜日を除く）

午前9時～午後5時
※混雑状況により、案内を早めに

終了する場合があります。

です。
所得税と
贈与税が 3月16日（月）消費税が 3月31日（火）申告・納付期限は、

※開設期間中、関税務署(川間町)では申告書などの作成指導は行いません。(申告書の提出は受け付けます。)
また、申告に関する電話での質問などは、「アピセ･関」では受け付けていません。
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　所得税の確定申告をする必要のないサラリーマンなどでも、次の場合は確定申告により所得税が還付される
場合があります（申告者本人名義の口座番号などが必要）。
①住宅ローンを組んで住宅を新築、購入などをした人
②多額の医療費を支払った人
③会社を退職し、年末調整をしていない人　など

3 確定申告で所得税が還付される人

　所得税と消費税の申告について無料税務相談所を開設します。
○期間…2月16日（月）～27日（金）（土・日曜日を除く）
○時間…午前9時30分～正午、午後1時～午後4時
○場所…アピセ・関

4 税理士による無料税務相談所の開設

◆復興特別所得税の記載漏れにご注意ください
　平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税（原則として各年分の所得税額の2.1％）を所得税と併せて申
告・納税することになっています。
　確定申告書の作成にあたっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないようご注意ください。
◆消費税等の税率が変わりました
　平成26年4月1日から消費税等の税率は8%です。
　消費税等の確定申告書を作成するためには、課税売上げ・課税仕入れについて、帳簿等において、旧税率が適
用されたものと新税率が適用されたものに区別しておく必要があります。
◆振替納税をご利用ください
　所得税・消費税等の納付については、便利で安全・確実な「振替納税」をご利用ください。

5 お知らせ
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関
市
自
治
基
本
条
例
案
を
可
決

　

平
成
26
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
を
、
11
月

27
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
23
日
間
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
18
件
、
一
般

議
案
56
件
、
補
正
予
算
12
件
、
請
願
１
件
、
議

員
提
案
１
件
（
条
例
）、
そ
の
他
１
件
の
合
わ

せ
て
89
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
日
程
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

▼
11
月
27
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
23

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

関
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
可
決
し
、
関
市
教
育
委
員
会
の

委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

▼
12
月
8
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対

す
る
質
疑
を
行
い
、
関
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
56
件
を
可
決
・
承

認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
市
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
関
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）、
議
員
提
案
議
案

な
ど
30
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
15
人
の
う
ち
４
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や

方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
９
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
６
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
10
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
11
日
～
18
日
は
各
常
任
委
員
会
及
び
自
治
基

本
条
例
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
付
託
案
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
19
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
自
治
基
本
条
例

に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
結
果

の
報
告
が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常

任
委
員
長
か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果

の
報
告
が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
請
願
第
２
号
「
市
街
地
活
性
化
に
関
す

る
請
願
書
」
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議

了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
質
問

　
も
の
づ
く
り
の
ま
ち

質
問
　
産
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
施
策
は

　

答
弁　
「
雇
用
の
確
保
」「
技
術
の
伝
承
」
は
、

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
で
、

今
年
度
は
次
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
展 

i
n
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
と
関
の
工
場
参
観
日
を
開
催

し
、
地
元
の
企
業
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
地

元
雇
用
へ
繋
げ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

技
術
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
従
業
者
に
対
す
る

技
能
養
成
事
業
や
職
業
訓
練
機
関
等
へ
の
派
遣

事
業
に
対
し
、
市
が
経
費
の
50
％
を
支
援
す
る

「
技
能
者
養
成
技
術
向
上
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活

用
し
て
、
製
造
業
の
高
齢
技
術
者
が
若
年
雇
用

者
に
技
術
を
伝
承
す
る
「
も
の
づ
く
り
技
能
継

承
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
企
業
の
技
能
継
承
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
予
算

質
問
　
重
点
施
策
は

　

答
弁　

経
済
・
雇
用
の
分
野
で
は
、
刃
物
・

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド

「
関
」
を
確
立
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス

展
や
工
場
参
観
日
を
さ
ら
に
育
て
、
ま
た
起
業

家
へ
の
支
援
や
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。
教
育
・
子
育
て
の
分
野
で
は
、
学

校
教
育
夢
プ
ラ
ン
の
継
続
的
な
取
り
組
み
や
、

子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
定
住
促
進
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
進
め
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、「
清
流
長
良
川
の
鮎
」

と
題
し
、「
世
界
農
業
遺
産
」
認
定
を
流
域
の

自
治
体
が
一
体
と
な
り
目
指
し
、
健
康
の
分
野

で
は
、
し
あ
わ
せ
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
、
安
桜
山
健
康
パ
ー
ク
の
整
備
推
進
や
、

中
濃
厚
生
病
院
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
機
器
導
入
に
対
す
る

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
や
地
域
委
員

会
に
よ
る
活
動
を
促
し
、
現
在
策
定
中
の
行
財

政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
り
組
み
や
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康

質
問
　
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
施
策
は

　

答
弁　

平
成
25
年
４
月
に
、
高
齢
者
居
場
所

づ
く
り
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
設
け
、
事
業

の
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
関
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
補
助
金
を
活
用

し
、
高
齢
者
の
方
々
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と

が
で
き
、
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る

場
所
と
し
て
、
本
町
に
「
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
」

を
開
設
し
て
み
え
ま
す
。
ま
た
、
市
内
16
の
支

部
社
協
に
お
い
て
は
、
各
地
域
で
「
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
25
年
度
は
延
べ
１
万
人
以
上
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
だ
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
す
べ
て
の
高
齢
者
の

方
が
自
宅
の
近
く
で
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
も
の

ば
か
り
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
ま
す
ま
す
必
要

性
が
増
す
高
齢
者
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在

各
地
で
設
立
が
進
ん
で
い
る
地
域
委
員
会
で
の
取

り
組
み
に
も
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

一
般
質
問

　
ご
み
問
題

質
問
　
埋
め
立
て
処
分
場
の
今
後
は

　

答
弁　

肥
田
瀬
埋
め
立
て
処
分
場
は
、
平
成
24

年
11
月
に
埋
め
立
て
処
分
を
終
了
し
、
平
成
27
年

３
月
末
を
も
っ
て
処
分
場
の
廃
止
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
中
濃

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
週
１
回
の
曜
日
を
指

定
し
て
受
け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
最
終
処
理
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
中
濃
地
域
広
域
行
政
事

市
議
会
第
4
回
定
例
会



12広報せき 2015.2.1

務
組
合
や
構
成
市
の
美
濃
市
と
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
受
け
入
れ
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

等
で
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
し
あ
わ
せ
ヘ
ル
ス
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

質
問
　
事
業
の
現
状
は

　

答
弁　

が
ん
検
診
や
特
定
健
診
等
の
受
診
、

健
康
づ
く
り
事
業
等
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

を
獲
得
で
き
、
30
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
る
と
マ
イ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
応
募
で
き
る
と
い
う
、
26
年

６
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
26
年
11

月
末
現
在
の
応
募
者
数
は
２
５
５
名
で
、
27
年

４
月
に
実
施
す
る
抽
選
会
で
、
特
産
品
や
協
賛

企
業
の
商
品
が
当
た
り
ま
す
。
当
初
の
協
賛
企

業
は
38
社
で
し
た
が
、
さ
ら
に
10
社
ほ
ど
か
ら

追
加
の
協
賛
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ポ

イ
ン
ト
制
度
に
よ
り
、
各
検
診
の
受
診
率
向
上

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
習
慣
の
普
及
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
就
学
援
助

質
問
　
援
助
拡
充
の
必
要
性
は

　

答
弁　

拡
充
を
検
討
す
る
場
合
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
教
育
扶
助
な
ど
他
の
援
助
制
度
と
の

バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
学
習
や
生
活
に
困
り
感
を
持
つ
児
童
生
徒

に
対
す
る
援
助
も
重
要
な
問
題
と
捉
え
て
お
り
、

わ
か
あ
ゆ
プ
ラ
ン
非
常
勤
講
師
や
心
の
相
談
員

な
ど
の
配
置
に
多
額
の
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
同
時
に
学

習
や
生
活
の
困
り
感
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策

も
含
め
総
合
的
に
考
え
、
就
学
援
助
費
の
拡
充

に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
観
光
資
源
を
生
か
し
た
活
性
化

質
問
　
刃
物
の
ま
ち
の
宣
伝
手
段
は

　

答
弁　

Ｐ
Ｒ
事
業
の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
関
鍛
冶
伝
承
館
で
の
古
式
日
本
刀
鍛
錬
と

外
装
技
術
の
一
般
公
開
が
あ
り
、
年
に
数
回
開

催
を
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
多
く
の
観
光
客

の
皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
要
望

も
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
公
開
の

開
催
回
数
を
増
や
す
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
工
場
見
学
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
旅

行
会
社
や
一
般
の
観
光
客
か
ら
問
い
合
わ
せ
も

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
刃
物
産
業
連
合
会
と
協

力
し
、
観
光
客
の
方
が
市
内
の
刃
物
会
社
を
見

学
し
た
り
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
な
、
産
業
観

光
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
見
学
の
ほ
か
、
刃

物
へ
の
名
入
れ
や
包
丁
研
ぎ
の
体
験
、
ナ
イ
フ

作
り
な
ど
、
現
在
の
と
こ
ろ
11
社
に
受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
う
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ

せ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
や
旅
行
会
社
へ

の
売
り
込
み
な
ど
、
宣
伝
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ビ
ジ
プ
ラ
・
工
場
参
観
日

質
問
　
新
し
い
事
業
の
ね
ら
い
は

　

答
弁　

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
関
市
の
市
民

意
識
を
高
め
、
全
国
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
６
月
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
展

i
n
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
」
を
、
11
月
に
「
関
の
工
場

参
観
日
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
全
国
的
に
刃
物
の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
刃
物
以
外
に
も
優

秀
な
技
術
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
製
品
を
造
る

企
業
が
数
多
く
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
両
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
企
業
や

製
品
を
深
く
知
る
こ
と
で
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
本
市
の
産
業
、
本
市
へ
の
誇
り
や
愛

着
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
大
き
な

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
企
業
育
成

質
問
　
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

　

答
弁　

市
内
に
は
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、

刃
物
産
業
連
合
会
な
ど
の
事
業
者
団
体
が
あ
り
、

各
企
業
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
合
併
後
、
よ
り
広
い
市
域
と
な
っ
た
現
在
に
お

け
る
課
題
は
深
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た

国
の
地
方
創
生
の
流
れ
の
中
、
そ
の
取
り
組
み
を

見
直
し
て
い
く
時
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の
設
置
や

創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
事
業
に
よ
り
創
業

支
援
に
努
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

質
問
　
プ
ラ
ン
の
概
要
は

　

答
弁　

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
は
、
本
来
な

ら
来
年
度
ま
で
が
５
年
間
の
計
画
期
間
で
す
が
、

こ
れ
を
今
年
度
で
終
了
と
し
、
現
在
策
定
中
の

新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
今
回
の
新
し
い
プ
ラ
ン
は
、
期
間

を
３
年
間
と
短
く
区
切
る
点
、
ま
た
数
値
目
標

を
入
れ
て
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
と
い
う
点
が
、

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
と
異
な
り
ま
す
。
来
年

度
か
ら
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
に
よ
る
特

例
期
間
が
終
了
し
、
交
付
税
の
減
額
が
始
ま
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
の
プ
ラ
ン
で
数
値
目
標
を
決
め
て
し
っ

か
り
と
結
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
に
来
年
度
か

ら
３
年
間
で
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
。

　
間
伐
事
業

質
問
　
間
伐
材
の
利
用
事
業
は

　

答
弁　

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
林

業
を
生
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
は
、
間
伐
促
進
の
み
な
ら
ず
、
積

極
的
な
間
伐
材
の
利
用
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
利
活
用
方
法
と
し
て
は
、
定
期
的
に

学
校
机
と
椅
子
を
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
机
に
つ

い
て
は
、
市
有
林
か
ら
搬
出
し
た
間
伐
材
を
加
工

し
て
、
天
板
に
使
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
調
達
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
来

年
度
に
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
西
部
保
育
園
の

内
装
に
県
産
材
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。

　
難
病
患
者
支
援

質
問
　
対
象
者
の
把
握
は

　

答
弁　

岐
阜
県
が
難
病
患
者
の
相
談
窓
口

と
な
っ
て
お
り
、
関
市
に
お
け
る
特
定
疾
患
の

患
者
数
は
、
平
成
23
年
度
は
４
９
５
人
、
平
成

24
年
度
が
５
３
３
人
、
平
成
25
年
度
が
５
８
１

人
と
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。
県
か
ら

は
人
数
の
報
告
は
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
個

人
情
報
は
全
く
提
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
な
た

が
難
病
で
あ
る
か
等
の
詳
細
な
情
報
は
把
握
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
機

会
が
あ
る
ご
と
に
県
に
対
し
て
難
病
患
者
に
対

す
る
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
、
市
と
し
て
も

難
病
患
者
の
支
援
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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交
通
安
全
対
策

質
問
　
通
学
路
の
安
全
対
策
は

　

答
弁　

毎
年
、
各
小
中
学
校
に
通
学
路
の
安
全

点
検
の
実
施
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果
や
対
策
、
要
望

等
を
報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
各
学
校
で
は
点

検
結
果
に
基
づ
き
、
例
え
ば
見
通
し
が
悪
い
道
路
で

は
左
右
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
横
断
す
る
こ
と
や
、

下
校
時
間
の
徹
底
な
ど
、
児
童
生
徒
が
基
本
的
な
安

全
行
動
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導

す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
か
ら
の
指
導
を
お
願
い
し

事
故
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
改
良
等

の
対
策
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者

や
警
察
署
と
協
議
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
改

善
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
、
関
係
機
関

等
と
連
携
を
密
に
し
、
安
全
対
策
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
福
祉
避
難
所

質
問
　
今
後
の
拡
充
は

　

答
弁　

福
祉
避
難
所
の
拡
充
は
、
今
後
も
要

配
慮
者
の
２
次
避
難
所
確
保
の
た
め
に
、
新
た

な
民
間
福
祉
施
設
と
の
協
定
締
結
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
福
祉
避
難
所

の
運
営
体
制
や
物
資
の
備
蓄
・
調
達
方
法
等
を

定
め
た
「
福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
、
適
正
な
福
祉
避
難
所
の
運
営
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
次

避
難
所
か
ら
２
次
避
難
所
ま
で
の
要
配
慮
者
の

移
送
が
課
題
で
あ
る
た
め
、
市
内
の
運
送
事
業

所
や
リ
フ
ト
バ
ス
を
所
有
す
る
各
種
福
祉
事
業

所
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
移
送
手
段
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

質
問
　
中
間
期
で
の
達
成
度
は

　

答
弁　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
計
画
は
、

全
58
事
業
の
う
ち
、
進
捗
が
計
画
よ
り
も
遅
れ

て
い
る
も
の
が
２
事
業
、
内
容
を
修
正
し
、
修

正
後
は
当
初
の
目
的
や
同
等
の
効
果
を
目
指
し

て
進
ん
で
い
る
も
の
が
６
事
業
あ
り
ま
す
。
よ

っ
て
全
体
の
96
％
に
当
た
る
56
事
業
が
お
お
む

ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
計

画
よ
り
遅
れ
が
あ
る
の
は
、
西
本
郷
一
ツ
山
線

整
備
事
業
と
小
水
力
発
電
事
業
で
す
が
、
で
き

る
限
り
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
な
道
筋
を
１
年

以
内
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
無
作
為
抽
出
に
て
実
施
す
る
市

民
満
足
度
調
査
で
、
生
活
全
般
の
幸
福
感
を
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
、
25
年
度
は
前
年
度
よ
り
平
均

点
が
上
昇
し
て
お
り
、
満
足
度
も
上
が
っ
た
と

捉
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
個
別
の
分
野
で
は
、

重
要
度
は
高
い
が
満
足
度
が
低
い
も
の
が
あ
る

た
め
、
今
後
そ
の
よ
う
な
分
野
を
中
心
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

 

審
議
の
結
果

◎
11
月
27
日
可
決
・
同
意
分

▼
関
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
改
正

▼
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
（
同
意
）

新
任　

１
名　

※
任
期
４
年

◎
12
月
8
日
可
決
・
承
認
分

▼
関
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
▼
関

市
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
▼
関
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
▼
関
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
▼
関
市
有
線
放
送
施
設
条
例
の
一
部
改
正
▼

関
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
改

正
▼
関
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
▼

関
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
文
化
会

館
条
例
の
一
部
改
正
▼
中
濃
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
▼
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
全
44
件
）
▼
専
決

処
分
の
承
認
（
平
成
26
年
度
関
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
））
▼
議
案
第
85
号
関
市
留

守
家
庭
児
童
教
室
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
訂
正

◎
12
月
19
日
可
決
・
採
択
分

▼
関
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
▼
関
市
選
挙
公

報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
制
定
▼
関
市
デ

イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
母
子
生
活
支
援

施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
▼

関
市
留
守
家
庭
児
童
教
室
条
例
等
の
一
部
改
正

▼
関
市
墓
地
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
公
共
下
水
道
区
域
外

流
入
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定
▼
関
市
小
学
校

及
び
中
学
校
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
▼
新
市
建
設
計
画
の
変
更
▼
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
（
全
９
件
）
▼
平
成
26
年

度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
▼
平

成
26
年
度
関
市
特
別
会
計
補
正
予
算
《
国
民
健

康
保
険
（
第
２
号
）、
下
水
道
（
第
２
号
）、
財

産
区
（
第
２
号
）、
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
（
第

２
号
）、
農
業
集
落
排
水
事
業
（
第
３
号
）、
公

設
地
方
卸
売
市
場
事
業
（
第
２
号
）、
介
護
保

険
事
業
（
第
３
号
）、簡
易
水
道
事
業
（
第
３
号
）、

有
線
放
送
事
業
（
第
１
号
）》
▼
平
成
26
年
度

関
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
▼

関
市
中
山
間
地
域
振
興
基
本
条
例
の
制
定
▼
市

街
地
活
性
化
に
関
す
る
請
願
書

市
議
会
第
3
回
臨
時
会

関
市
中
山
間
地
域
振
興
基
本
条
例
の

再
議

　

第
４
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
、「
関
市
中

山
間
地
域
振
興
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
、
市
長

よ
り
再
議
書
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
平
成
26
年

市
議
会
第
３
回
臨
時
会
を
12
月
25
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
次
の
案
件
に
つ
い

て
審
議
し
、
議
了
し
ま
し
た
。

◎
否
決
さ
れ
た
案
件

▼
関
市
中
山
間
地
域
振
興
基
本
条
例
の
制
定

※
再
議
と
は

　

市
長
は
、
議
会
が
議
決
し
た
議
案
に
異
議
が

あ
る
と
き
、10
日
以
内
に
審
議
を
や
り
直
す
「
再

議
」
を
議
会
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

回
の
よ
う
な
条
例
関
係
の
場
合
、
再
議
後
の
議

決
に
は
、
出
席
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
同
意

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
次
回
の
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月

19
日
（
木
）
に
開
会
予
定
で
す
。

◆
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、

本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
を
放
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
録
画
配
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
照
会
先
　 

議
会
事
務
局 （
☎
23
―
９
０
６
８
）
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第
29
回
中
濃
駅
伝
大
会

　
　
　
　
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

■
規
制
時
間
と
規
制
区
間

　

規
制
時
間
：

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
規  

制   

日　

２
月
8
日
（
日
）

■
規
制
内
容　

①
～
⑤
全
面
車
両
通
行
止
め　

⑥
片
側
交
互
通
行

▽
①
Ａ
地
点
か
ら
Ｂ
地
点
ま
で

▽
②
Ｂ
地
点
か
ら
Ｃ
地
点
ま
で

▽
③
Ｂ
地
点
か
ら
Ｄ
地
点
ま
で

▽
④
Ｄ
地
点
か
ら
Ｅ
地
点
ま
で

▽
⑤
Ｄ
地
点
か
ら
Ｆ
地
点
ま
で

▽
⑥
Ｅ
地
点
か
ら
Ｇ
地
点
ま
で

（
下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
☎
23
―
７
７
６
６　

23
―

　

７
７
６
５
）

関まつりに
参加しませんか

4月18日（土）午後3時～（予定）
本町通り

4月18日（土）午後7時～
本町通り
特等ほか多数の賞あり

2月25日（水）までに関市観光協会
（観光交流課内☎23―7704　 23―7741）

※申込書、詳細などは同協会まで

● 日 　 時
●場 　 所

●日 　 時
●場 　 所
●　賞

パレードの部

あんどんみこしコンクールの部

申込先

　刀都・関の春を彩る恒例の「関まつり」を４月

18日（土）・19日（日）に盛大に開催します。次

の内容でパレードならびにあんどんみこしコンクー

ルの出場者を募集します。自治会や子ども会、事

業所、同好会など、皆さん奮ってご応募ください。
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▽所在地番＝富之保字岩山崎 3013-11

▽地目・地積＝宅地・201.39㎡	 	

▽入札最低価格＝ 1,633,000 円

物件
6番

▽所在地番＝肥田瀬字立岩 1270-5		

▽地目・地積＝宅地・195.83㎡	 	

▽入札最低価格＝ 4,581,000 円	 	

物件
1番

▽所在地番＝桜本町 2丁目 1-4	 	

▽地目・地積＝宅地・178.52㎡	 	

▽入札最低価格＝ 6,350,000 円	 	

物件
3番

▽所在地番＝肥田瀬字立岩 1270-27

▽地目・地積＝宅地・195.83㎡	 	

▽入札最低価格＝ 4,581,000 円	 	

物件
2番

▽所在地番＝大平台 15-46・15-47(2 筆 )

▽地目・地積＝宅地・2筆計 509.30㎡	 　

▽入札最低価格＝ 12,163,000 円	 	

物件
4番

▽所在地番＝洞戸高見字下村 1815		

▽地目・地積＝雑種地・462㎡	 	

▽入札最低価格＝ 724,000 円	 	

物件
5番

◆申込期間　２月２日（月）～２月 16 日（月）　午前８時 30 分～午後 5時まで（閉庁日は除く。）
◆入  札  日　２月２3日（月）
　※入札参加申込書・資料などは総務管財課でお渡しします。
　※入札最低価格以上で、かつ、最高額で入札された方を落札者とし、同額の場合は抽選とします。
　※落札者とは 14 日以内に売買契約を結び、購入代金を契約日から 20 日以内に一括納入していただきます。
　※購入代金のほか、移転登記費用・印紙税が必要です。
◆照  会  先　総務管財課（☎23-7763）

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
変
更
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に
！

市有地・土地開発公社所有地の公売 ※一般競争入札によります。

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
に
登
録
さ

れ
て
い
る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、登
録
の
抹
消
・
名
義

変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
左
表
）

▽
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
廃
棄
し
た

▽
他
人
に
譲
渡
し
た

▽
所
有
者
が
死
亡
し
た

▽
所
有
者
の
住
所
が
変
わ
っ
た

　

ま
た
、
廃
車
等
の
手
続
き
を
代
理
で
依
頼

し
た
方
は
、
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
か
、

今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
さ
れ

な
い
と
、い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
、ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

◆
照
会
先　

税
務
課
庶
務
諸
税
係
（
☎
23
―

　

８
８
７
４　

21
―
２
３
０
８
）

車　　　種 手続場所
持　ち　物

廃　車 住所変更・名義変更

原動機付自転車
（50㏄～125cc

　以下のバイク）

関市役所　税務課
☎23-8874

または
各地域事務所

1. ナンバープレート
2.  所有者の印鑑
3.  標識交付証明書
4.  窓口に来られる
　 方の運転免許証
　 など本人 確認で
　 きるもの

1. ナンバープレート
2.  譲渡証明書
3.  所有者の印鑑
  （新・旧）
4. 標識交付証明書
5. 窓口に来られる
　方の運転免許証 
　など本人確認で
　きるもの
（※ただし市内転居の
場合、1.2は必要はあり
ません。）

小型特殊自動車
（フォークリフト、
   農耕作業用など）

 二輪車
（125ccを超えるもの）

中部運輸局
岐阜運輸支局

（岐阜市日置江
2648-1）

☎050-5540-2053

※左記運輸支局で必要書類などを
　ご確認のうえお出かけください。

軽自動車
（三輪・四輪）

軽自動車検査協会
岐阜事務所

（羽島市福寿町
平方字丸池東

9-1）
☎050-3816-1775

※左記事務所で必要書類などを
　ご確認のうえお出かけください。

▽所在地番＝板取字大道下タ 1591-6	 	

▽地目・地積＝宅地・858.64㎡

▽入札最低価格＝ 4,500,000 円

物件
7番

▽所在地番＝南町１丁目 2-1	 	

▽地目・地積＝宅地・94.64㎡	 	

▽入札最低価格＝ 3,632,000 円

物件
9番

▽所在地番＝東貸上 47-1・47-4・47-5、西本郷通
　　　　　　1丁目 42-1、東桜町 19-15(5 筆 )

▽地目・地積＝雑種地・188.74㎡

▽入札最低価格＝ 7,077,000 円

物件
10番

▽所在地番＝小瀬字一ノ門 1132-1		

▽地目・地積＝宅地・728.00㎡	 	

▽入札最低価格＝ 30,073,000 円

物件
8番

関市土地開発
公社所有地

関市土地開発
公社所有地

関市土地開発
公社所有地

建物付
木造２階建 
床面積 164.72㎡
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受
診
期
限
は
「
３
月
31
日
ま
で
」
で
す
。

受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
受
診
し
ま
し
ょ

う
！

▽
『
特
定
健
診
』（
関
市
国
民
健
康
保
険

　

加
入
の
40
～
74
歳
の
方
が
対
象
。
今
年

　

度
75
歳
に
な
る
方
の
受
診
期
限
は
誕
生

　

日
の
前
日
ま
で
。）

▽
『
ヤ
ン
グ
健
診
』（
30
歳
代
対
象
）

▽
『
が
ん
検
診
』

◎
市
内
指
定
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま

　

す
。
集
団
健
診
（
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
要

　

予
約
）
も
あ
り
ま
す
。

◎
受
診
券
が
必
要
で
す
。
紛
失
し
た
場
合

　

は
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
保
健
セ
ン

　

タ
ー
で
再
発
行
が
で
き
ま
す
。

◆
照
会
先　

○
特
定
健
診
に
つ
い
て
・
・
・

　

国
保
年
金
課
（
☎
23
―
７
７
０
１
）

　

○
ヤ
ン
グ
健
診
・
が
ん
検
診
に
つ
い
て
・・・

　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
24
―
０
１
１
１
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
費
用
を
支
払
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
カ
月
以
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
条
件　

①
関
市
国
民
健
康
保
険
税
を
完

　

納
し
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方　

②
健

　

診
結
果
を
市
に
提
出
し
、
そ
の
結
果
が

　

市
の
実
施
す
る
保
健
事
業
に
活
用
さ
れ

　

る
こ
と
に
同
意
す
る
方　

③
関
市
特
定

　

健
康
診
査
・
ヤ
ン
グ
健
診
を
受
診
し
て

　

い
な
い
方

◆
助
成
額　

①
２
万
円
以
上
の
人
間
ド
ッ

　

ク
に
対
し
、
１
万
５
千
円
を
助
成　

②

　

２
万
５
千
円
以
上
の
脳
ド
ッ
ク
に
対

　

し
、
１
万
円
を
助
成　

③
５
万
円
以
上

　

の
人
間
ド
ッ
ク
（
脳
ド
ッ
ク
含
む
）
に

　

対
し
、
２
万
５
千
円
を
助
成

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
印
か

　

ん（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、領
収
書
、

　

振
込
先
口
座
番
号
、
健
診
結
果
票

◆
照
会
先　

国
保
年
金
課
（
☎
23
―
７
７

０
１
）

照会先 生活環境課（☎ 23 − 7702）

環境講演会
　現在の私たちの生活は、多くの資源やエネルギーを使用することよって成り立っています。

　また、近頃の自動車は、燃費が向上し、消費エネルギーの削減につながっていますが、関市

の公共交通は利便性にたけている状況とはいえず、移動に要するエネルギー使用量が比較的

多いことが懸念されています。

　次世代の自動車として注目されている燃料電池自動車（ＦＣＶ）の開発意義と普及に向け

た取り組みから、近い将来の車社会を感じ、また資源・エネルギーの消費および二酸化炭素

の排出を抑制するため、エコドライブの効果などを皆さんで学習し、環境にやさしい運転を実

践しませんか。

●日　時

●場　所
●内　容

●主　催

２月２２日（日） 午後１時３０分～
わかくさ・プラザ　「学習情報館　多目的ホール」

関　市

◆講演　題目：トヨタにおけるＦＣＶ（燃料電池自動車）の
　　　　　　   開発意義と普及に向けた取組　
　　　　講師：三谷　和久さん（トヨタ自動車株式会社　技術統括部　主幹）
◆エコドライブセミナー
　　　　項目：①クルマのエコ対策とは（環境対策啓発とエコドライブの効果）
　　　　　　  ②エコドライブのポイント （実践のポイント紹介）
　　　　　　  ③事例紹介・まとめ （国や自治体の事例紹介、メリットなどのまとめ）
◆展示　環境ネットせきの活動紹介　など

健
診
は

受
け
ま
し
た
か
？

人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク

健
診
料
の
助
成

入場無料

環境ネットせき関市自治会連合会 ●協　力●後　援

関市合併10周年記念
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【
関
市
立　

板
取
川
中
学
校
】

　

洞
戸
中
学
校
・
板
取
中
学
校
を
再
編
、

中
学
校
の
場
所
は
洞
戸
中
学
校
の
校
舎
を

利
用
し
ま
す
。

【
関
市
立　

津
保
川
中
学
校
】

　

武
儀
中
学
校
・
上
之
保
中
学
校
を
再
編
、

中
学
校
の
場
所
は
武
儀
中
学
校
の
校
舎
を

利
用
し
ま
す
。

◆
決
定
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

　

こ
の
校
名
は
、
昨
年
３
月
か
ら
５
月
に

関
係
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
た

校
名
候
補
の
中
か
ら
、
中
学
校
再
編
準
備

委
員
会
で
審
議
・
選
定
し
、
教
育
委
員
会

へ
報
告
の
あ
っ
た
３
案
の
中
か
ら
決
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

◆
決
定
の
理
由

　

板
取
地
域
か
ら
洞
戸
地
域
へ
流
れ
る
「
板

取
川
」、
上
之
保
地
域
か
ら
武
儀
地
域
へ
流

れ
る
「
津
保
川
」
と
い
う
名
称
は
、
そ
れ

ぞ
れ
両
地
域
に
共
通
す
る
シ
ン
ボ
ル
的
な

固
有
の
名
称
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
、
将

来
に
わ
た
っ
て
、ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
ち
、

自
然
豊
か
な
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
伸
び

伸
び
学
校
生
活
を
送
り
、
清
ら
か
で
豊
か

な
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
決
定
し
ま
し
た
。　

◆
照
会
先

　

教
育
総
務
課
（
☎
23
―
７
７
２
２
）

新
し
い
中
学
校
の
校
名
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
28
年
４
月
開
校

●
放
し
飼
い
・
放
し
散
歩
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

放
し
飼
い
を
す
る
と
、迷
子
に
な
っ
た
り
、

交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、
人
に
け
が
を
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
犬
を
屋
外
で

飼
育
す
る
と
き
は
、
必
ず
リ
ー
ド
な
ど
で
繋

ぐ
よ
う
に
し
、散
歩
中
も
犬
に
は
必
ず
首
輪
・

綱
な
ど
を
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す

　

フ
ン
・
尿
の
放
置
は
周
囲
に
不
快
感
を
与

え
、
衛
生
的
に
も
問
題
で
す
。
排
泄
は
家
で

す
る
よ
う
に
し
つ
け
、
散
歩
な
ど
の
外
出
時

に
フ
ン
を
し
た
と
き
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
片
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
さ
せ
な
い

　

動
物
は
、
運
動
不
足
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
る
と
体
調
を
崩
し
た
り
、
無
駄
に
吠
え

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
適
度
な
運
動

を
行
い
、
ペ
ッ
ト
の
生
活
環
境
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

●
最
後
ま
で
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
を
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
飼
い

主
と
し
て
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
育
す

る
か
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
よ
う
努
力
し

て
く
だ
さ
い
。

●
む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

　

動
物
を
飼
う
意
志
が
な
い
と
き
は
無
責
任

な
餌
や
り
を
し
な
い
で
下
さ
い
。
餌
を
与
え

る
と
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
住
み
着
き
、
と
こ

ろ
か
ま
わ
ず
フ
ン
・
尿
を
し
た
り
し
て
、
周

囲
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
飼
い
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ら

　

す
ぐ
に
保
健
所
と
警
察
署
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
迷
い
犬
を
見
か
け
た
と
い
っ

た
場
合
も
同
様
で
す
。

●
狂
犬
病
の
予
防
注
射
に
つ
い
て

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
91
日
以
上
の

犬
に
つ
い
て
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の

接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
に
つ
い
て
は
生
涯
１
回
、
狂
犬
病
予

防
注
射
は
年
１
回
必
要
で
す
。
必
ず
守
り
、

鑑
札
・
注
射
済
票
を
犬
に
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

●
照
会
先

　

関
保
健
所
（
☎
33
―
４
０
１
１
）

　

生
活
環
境
課
（
☎
23
―
６
７
３
２
）

　
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
が
周
り
の
方
に
迷
惑
を
か
け
た
時
は

飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
責

任
を
持
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

ペ

飼

ト

主

方

ッ

い

の

の

へ
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注
）
鵜
飼
漁
に
は
、
漁
師
自
ら
が
川
に

入
っ
て
徒
歩
で
行
う
「
徒か

ち歩
鵜う
か
い飼
」
と
、

船
に
乗
っ
て
行
う
「
船ふ

ね

鵜う
か
い飼
」
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
船
鵜
飼
は
鵜
に
縄
を

つ
け
て
操
る「
繋つ

な

ぎ
鵜
飼
」と
鵜
を
放
っ

て
行
う
「
放は

な

ち
鵜
飼
」
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
国
内
で
は
、
徒
歩
鵜
飼

と
船
鵜
飼
で
の
繋
ぎ
鵜
飼
が
あ
り
、
前

者
か
ら
後
者
へ
展
開
す
る
中
で
、
多
く

の
鵜
を
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
文
化
審
議
会（
会
長　

宮
田
亮
平
）は
、
1
月
16
日（
金
）に
開
催
さ

れ
た
同
審
議
会
文
化
財
分
科
会
の
審
議
・
議
決
を
経
て
、
関
市
の
「
小
瀬
鵜
飼
」（
保
護

団
体
：
小
瀬
鵜
飼
保
存
会
）が
、
岐
阜
市
の「
長
良
鵜
飼
」（
保
護
団
体
：
岐
阜
長
良
川
鵜

飼
保
存
会
）と
と
も
に「
長
良
川
の
鵜
飼
漁
の
技
術
」
と
し
て
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。３
月
に
官
報
告
示
さ
れ
、

指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

小
瀬
鵜
飼
が

重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
!!

●
照
会
先  

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー 

☎
25
―
6
0
0
6

「
長
良
川
の
鵜
飼
漁
の
技
術
」

　

鵜
飼
漁
は
長
良
川
中
流
部
に
位
置
す
る

関
市
小
瀬
と
岐
阜
市
長
良
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
、
飼
い
慣
ら
し
た
鵜
を
巧
み
に
操
っ

て
、
鮎
な
ど
の
川
魚
を
捕
え
る
漁
で
す
。

毎
年
５
月
11
日
～
10
月
15
日
の
夜
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

長
良
川
の
鵜
飼
漁
の
技
術
は
他
地
域
の

鵜
飼
と
比
べ
て
操
る
鵜
の
数
が
多
い
こ

と
か
ら
、
最
も
発
達
し
た
鵜
飼
漁
で
す
。

ま
た
、
鵜
匠
は
原
則
、
世
襲
で
行
わ
れ
、

川か
わ
も面
を
照
ら
す
た
め
に
篝
か
が
り

火び

を
用
い
る
な

ど
伝
統
的
な
技
術
を
伝
え
て
お
り
、
地
域

的
特
色
も
顕
著
に
み
ら
れ
、
文
化
財
的
な

価
値
は
非
常
に
高
い
た
め
、
国
の
宝
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
良
川
の
鵜
飼
漁
は
、
船
鵜
飼
で
の
繋

ぎ
鵜
飼
に
あ
た
り
（
注
）、
漁
に
は
10
～

12
羽
の
鵜
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
漁
は

男
性
に
よ
り
行
わ
れ
、
鵜
舟
と
よ
ば
れ
る

木
造
船
に
鵜う

し
ょ
う匠
、
艫と
も
の乗
り
、
中な
か
の乗
り
の
３

人
が
乗
り
、
川
を
下
り
な
が
ら
漁
を
行
い

ま
す
。
鵜
匠
は
、
鵜
に
首く

び
ゆ結
い
と
腹は
ら
が掛
け

と
い
う
縄
を
か
け
、
そ
こ
か
ら
延
び
た

手た
な
わ縄
を
左
手
で
握
り
ま
す
。
篝
火
で
川
面

を
照
ら
し
な
が
ら
手
縄
が
絡
ま
な
い
よ
う

に
右
手
で
さ
ば
い
て
鵜
を
巧
み
に
操
り
、

鵜
が
魚
を
捕
え
る
と
鵜
を
船
に
あ
げ
て
、

吐
け
籠
に
魚
を
吐
か
せ
ま
す
。

　

艫
乗
り
は
、
よ
り
多
く
の
魚
が
捕
れ
る

よ
う
に
川
の
状
況
を
み
な
が
ら
巧
み
に
操

船
し
、
中
乗
り
は
鵜
匠
や
艫
乗
り
を
適
宜

補
佐
し
ま
す
。

小
瀬
鵜
飼
が

重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
!!
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２
月
12
日
（
木
）、
関
市
笠
屋
土
地
区
画
整
理
事
業
に
合
わ
せ
て
整
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
「
都
市
計
画
道
路
東
本
郷
鋳
物
師
屋
線
」
の
鋳
物
師
屋
交

差
点
か
ら
国
道
４
１
８
号
ま
で
の
間
、
約
６
８
０
ｍ
が
開
通
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
後
１
時
30
分
よ
り
市
に
よ
る
式
典
や
、
関
市
笠
屋
土
地
区
画

整
理
組
合
に
よ
る
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
一
般
の
方
の
通
行
は
午
後
４
時
か
ら

と
な
り
ま
す
。

　

道
路
開
通
後
は
交
通
の
流
れ
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
通
行
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
照
会
先　

都
市
整
備
課　

☎
23
―
7
8
2
4

東本郷鋳物師屋線の一部が開通します

関中央病院

関市笠屋
土地区画整理事業

都市計画道路
東本郷鋳物師屋線

国道248号

国道418号

旧国道248号

関高等学校

関口駅

関富岡駅

長良川鉄道

県道 関・金山線

旭ケ丘小学校

「学習情報館　多目的ホール」
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vol.11

成人の決意を新たに かな文字の美しさを探求

 ★人生初の１１９番★

119 番は焦らずに落ち着いて

12月15日〜1月18日にあった市内の話題を中心にご紹介します。

関市立篠田桃紅美術空間で１月9 日から3 月22 日までの企画展となる、「篠田桃紅芸術月間2015 雪月華かなの美・万葉の歌」が始まりました。今回の企画展では、桃紅さん自ら万葉集から和歌百首を選んで書き記した『万葉百首』の内、40 点の作品が展示されています。うたわれた和歌の世界とともに、桃紅さんが描くかなの美しさをぜひ鑑賞ください。

1 月 11 日、鮮やかな振り袖やはかま姿に身を包ん
だ新成人を祝う、平成 27 年関市成人式が関、武
芸川、洞戸、板取、武儀、上之保のそれぞれ 6 会
場で開催されました。今年、成人を迎えたのは計
８２９人で、成人としての決意を胸に、新たな門
出を祝いました。

　先月上旬、自宅近くをジョギングしている途中で、

単独の交通事故に遭遇しました。ドライバーの方は

助手席側に倒れこみ、目は開いていて荒い呼吸をさ

れているのですが、私の問いかけに対して眼球を動

かすだけで、まったく答えられない状態でしたので、

近くにいた方の携帯電話を借りて 119 番をかけて

救急車を呼びました。人生初の 119 番でした。

　頭の中では客観的に「焦らずに落ち着いて話そ

う」という意識を持っていても、実際に場所やドラ

イバーの状態などを伝えようとすると、なかなかう

まく言葉が出てきません。

　救急車が到着するまで、ドライバーの方に何度か

声かけをしていると、途中で意識が戻ってこられて、

「痛い」という言葉を口に出されたり、身体を起こ

そうとされたり・・・私は何も手当ができないので

すが、「痛い」と認識できるなら大丈夫、と思ったり、

頭は動かさない方がよい、と思いつつ、ただあまり

に体勢がきつそうなので楽な姿勢の方がいいのだろ

うか、と救急隊が到着するまでの数分間、まるで時

間が止まっているかのように長く感じました。

　先に到着した救急隊員、後から到着した警察の方

が、どちらも的確に落ち着いて対応する姿に、さす

がにプロフェッショナルだと感心しましたし、中濃

消防組合の管理者として頼もしく、うれしく感じま

した。

　私自身もこれまで自衛隊での危機管理訓練や、救

急救命講習を受けているのですが、いざこういう事

態に直面すると、なかなか思うようには動けません。

ただし、もし訓練や講習を受けていなかったら・・・

もっとあたふたとしてしまっただろう、と思います。

　今回の経験を通じて、改めて防災訓練や救急救命

講習の大切さを感じました。市民の皆さんにも、万が

一のときに備えて、周りの大事な方の命を救うため

にも訓練や講習を受けていただきたい、と思います。
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1 月2 日、今年も刀都に新春を告げる「古式日本刀
鍛錬打ち初め式」が執り行われました。雪がちらつく
寒さの中、白装束に烏帽子姿の刀匠が、熱した玉鋼
を大づちで交互にたたく伝統の技を披露。訪れた
見物客を魅了しました。

明るい火花で良い年に

はもみんサンタがやってきた！

一つのたすきに思いを込めて

安全安心な関市を目指します

1 月18 日、中池公園周辺を舞台に、チーム一丸となってたすきをつなぐ「関市駅伝競走大会」が開催されました。中学生男女の部から壮年の部までの７部門に約１５０チームが参加。会場や沿道での声援を受けながら、選手たちはそれぞれの区間を全力で駆け抜けました。中継所で次の仲間にたすきを渡し終えた安堵の表情が非常に印象的でした。

12 月19 日、富岡保育園に『はもみんサンタ』がやっ

てきました。関＊はもみんがこの日はサンタの格好

になり、園児らにプレゼントを届けました。はもみん

サンタが登場すると、遊戯室に集まった園児からは

「かわいい～」と歓声が上がり、一緒にはもみんダ

ンスを踊ったほか、イラストが入った「はもみんの

ミニタオル」がプレゼントされました。

1 月4 日、新年恒例の関市消防団出初式が行われ、
団員675 人が出動、式典に参加しました。会場の関
市文化会館では、市長や団長の訓示のほか、団員
の表彰式が行われ、長年にわたる活動の功労など

がたたえられまし
た。
式典終了後には閲
団式が、また稲口
津 保 川 畔 の 放 水
会場では、消防車
からの一斉放水が
行われ、新しい年
の防火への誓いを
込めた、紅白や青
色の放水が、空に
弧を描きました。
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企
画
展
「
ど
こ
で
も
ギ
ャ
ラ
リ

ー
へ
の
招
待
状
」

■
会
期　

２
月
10
日（
火
）～
３
月
31
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半　

※
月
曜
休
館

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
２
階　

第
４
・
第

５
個
展
室
（
入
場
無
料
）

■
内
容　

関
市
文
化
課
で
は
、「
あ
っ
ち
も
！

こ
っ
ち
も
！
ど
こ
で
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

と
い
う
名
称
の
も
と
、
市
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
所
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間
と
し

て
提
供
し
て
も
ら
い
、
所
蔵
美
術
作
品

を
貸
出
・
展
示
す
る
企
画
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
文
化
会
館
南
館
に
新

し
く
完
成
す
る
展
示
室
の
お
披
露
目
を

兼
ね
、
貸
出
対
象
作
品
の
中
か
ら
数
十

点
を
選
び
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

わ
が
町
を
知
ろ
う
～
上
之
保
・

三
十
三
観
音
塔
を
巡
る
～

　

上
之
保
に
あ
る
三
十
三
観
音
塔
に
つ
い
て

の
講
話
を
聞
き
、
実
際
に
巡
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
20
日
（
金
）
午
前
９
時
45
分

～
午
後
４
時
30
分
（
午
前
９
時
30
分
受

付
開
始
）

■
集
合
場
所　

関
市
役
所
・
わ
か
く
さ
プ
ラ

ザ
バ
ス
停 

■
定
員　

40
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選

■
参
加
費　

２
０
０
０
円（
当
日
受
付
に
て
）

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
お
よ
び
「
わ

が
町
を
知
ろ
う
参
加
希
望
」
と
明
記
の

上
、『
〒
5
0
0
―
8
8
7
5　

岐
阜
市

柳
ケ
瀬
通
１
丁
目
12 

中
日
ビ
ル
２
階　

岐
阜
市
N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
働

セ
ン
タ
ー
・
長
良
川
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

宛
』
ま
で
。

■
申
込
期
間　

２
月
１
日（
日
）～
10
日（
火
）必
着

■
照
会
先　

岐
阜
市
N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
働
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
８
―
２

６
４
―
０
０
１
１
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

「
親
子
で
体
操
し
よ
う
」

　

親
子
で
一
緒
に
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
も
て
る

体
操
で
す
。

■
日
時　

２
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分

■
場
所　

安
桜
こ
ど
も
館

■
定
員　

20
組　

※
ど
な
た
で
も
参
加
可

■
講
師　

長
尾
宏
さ
ん
（
エ
ー
セ
ン
体
操
教
室
）

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」

オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

　

オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３

時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か
ざ

ぐ
る
ま
」（
稲
口
）

■
入
場
料　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

■
照
会
先　

か
ざ
ぐ
る
ま　

佐
藤
（
☎
21
―

５
５
６
６
）

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎ 23-7777

2月3日(火）～2月6日(金)

紙芝居
「関の惟然さん」原画展

2月17日(火）～2月27日(金)

子ども美術展
エントランスホール展

2月7日(土）～2月13日(金)

関商工高等高校
美術部作品展

2月28日(土）～3月10日(火)

美濃和紙による
ちぎり絵展

◆日時　２月 21 日（土）　午後 1時から
◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館　多目的ホールほか」
◆内容＜午後 1時～ 2時 30 分＞　
　　　　国際交流ふれあいイベント
　　　＜午後２時 30 分～３時 30 分＞
　　　　設立 20 周年記念式典
　　　＜午後３時 30 分～５時＞
　　　　記念講演「国際交流入門」
　            【講師】ダニエル・カールさん（タレント・山形弁研究家）
◆照会先　国際交流協会事務局（秘書広報課内）☎ 23-6806

関市国際交流協会
設立 20周年記念事業のお知らせ 入場無料

広報せき 2015.2.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

せき・まちかど工房ギャラリー
午前10時～午後5時

■照会先　せき・まちかど工房を
　　　　　支援する会

（本町商店街事務局内  ☎24-8212）

布遊び教室展

武井岳峰、篆刻・篆書教室作品展

手編み・手芸教室展

きもの教室作品展

蘭
らんぽうしょどうきょうしつてん

峰書道教室展

1月27日(火)～2月1日(日)

2月10日(火)～2月15日(日)

2月24日(火)～3月1日(日)

2月3日(火)～2月8日(日)

2月17日(火)～2月22日(日)
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関
市
立
篠
田
桃
紅
美
術
空
間

【
無
料
鑑
賞
日
】

　

関
市
合
併
10
周
年
を
迎
え
、
合
併
記
念
日

で
あ
る
２
月
７
日
（
土
）
に
、
篠
田
桃
紅
美

術
空
間
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
開
催
中
の
展

覧
会
「
篠
田
桃
紅　

か
な
の
美
・
万
葉
の
歌
」

を
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

２
月
７
日
（
土
）

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
照
会
先　

関
市
立
篠
田
桃
紅
美
術
空
間

（
☎
23
―
７
７
５
６
）

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
書
と
唐
紙
」】

　
「
篠
田
桃
紅　

か
な
の
美
・
万
葉
の
歌
」

展
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
万
葉
和
歌
を
書

き
記
し
た
「
書
」
の
作
品
を
鑑
賞
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
唐
紙
に
好
き
な
歌
や
詩
を
書
く
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　

関
市
立
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
、
わ

か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報
館
２
階
・

創
作
実
習
室
」

■
募
集
人
数　

小
学
生
以
上
20
人

■
参
加
費　

８
０
０
円

■
申
込
方
法　

メ
ー
ル
（info@

gi-co-m
a.

or.jp

）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（

23
―
１
２

１
８
）

■
申
込
・
照
会
先　

公
益
財
団
法
人
岐
阜
現

代
美
術
財
団　
（
☎
23
―
１
２
１
０
）

畜
産
物
を
使
用
し
た
料
理
講
習
会

　

地
域
特
産
の
飛
騨
牛
や
奥
美
濃
古
地
鶏
、

飛
騨
・
美
濃
け
ん
と
ん
、
美
濃
ヘ
ル
シ
ー
ポ

ー
ク
を
使
用
し
た
料
理
や
、
良
質
な
牛
乳
、

卵
、
蜂
蜜
等
を
使
用
し
た
デ
ザ
ー
ト
作
り
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
25
日
（
水
）
▽
午
前
10
時
～

午
後
２
時

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
料
理
実
習
室
」

■
対
象　

一
般
（
市
内
在
住
）

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
開
始　

２
月
５
日
（
木
）
午
前
９
時
～

■
申
込
・
照
会
先　

中
濃
農
林
事
務
所
農
業

振
興
課
（
☎
０
５
７
５
―
33
―
４
０
１

１
内
線
２
２
５
）

３
月
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

■
日
時　

３
月
21
日
（
土
）
早
朝
出
発
～
午

後
10
時
（
日
）
着

■
行
き
先　

志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

■
宿
泊
先　

志
賀
高
原
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
テ
ル

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

２
万
９
０
０
０
円
（
１
泊
２
食

付
、
交
通
費
、
講
習
１
日
分
含
む
）

※
リ
フ
ト
代
は
別
途
自
己
負
担

■
そ
の
他　

Ｓ
Ａ
Ｊ
指
導
員
に
よ
る
ス
キ
ー

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
申
込
先　

関
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
小
原（
☎

０
８
０
―
３
６
４
０
―
７
８
８
７
）

岐
阜
県
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
里
山
の
自
然
を
撮
ろ
う
】

　

日
本
自
然
科
学
写
真
協
会
の
会
員
か
ら
、

自
然
写
真
の
撮
り
方
を
学
ぶ
連
続
講
座
で

す
。

■
日
時　

２
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

※
２
回
目
＝
２
月
28
日
（
土
）、
３
回
目
＝

３
月
８
日（
日
）。申
込
受
付
は
初
回
の
み
。

■
場
所　

岐
阜
県
博
物
館
講
堂
・
百
年
公
園

■
定
員　

30
人

■
参
加
費　

入
館
料
（
高
校
生
以
下
無
料
）

【
木
で
ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ
う
】

　

木
の
ぬ
く
も
り
を
活
か
し
た
ひ
な
人
形
を

つ
く
る
教
室
で
す
。

■
日
時　

２
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
午
後
３
時

■
場
所　

岐
阜
県
博
物
館
講
堂

■
定
員　

40
人

■
参
加
費　

材
料
費
５
０
０
円
＋
入
館
料

（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
。
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
岐
阜
県
博
物
館
サ
ポ
ー
タ
ー
新
規
募
集
】

　

博
物
館
に
お
け
る
活
動
を
通
し
て
、
県
民

の
生
涯
学
習
活
動
を
ア
シ
ス
ト
す
る
「
岐
阜

県
博
物
館
サ
ポ
ー
タ
ー
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
締
切　

２
月
15
日
（
日
） 

■
応
募
・
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28

―
３
１
１
１
）

2月・3月の
市役所休日窓口開設

2月1日（日）
3月1日（日）

いずれも午前９時～正午
市民課・国保年金課

生活環境課
に係る手続き

■照会先　市民課　☎23-7700

関市の人口
（1月1日現在）

 91,486 人（+2 人）

男 44,686 人 （+3 人）

女 46,800 人（-1 人）

世帯数 34,363 世帯（ +44 世帯）

※（　）は前月比

関市総合体育館のお知らせ

2月5日（木）・19日（木）午後7時～9時　※登録料要

2月7日（土）午後1時30分～4時　※参加無料
■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

トレーニング機器取扱説明会
2月24日（火）午後7時～8時の部／午後8時～9時の部

※各部100人（申込順）　※屋内用シューズ持参
■申込・照会先　2月1日（日）～20日（金）の間に

関市総合体育館（☎23-8822）まで

広報せき 2015.2.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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「
日
本
刀
入
門
」
講
座
受
講
生

　

日
本
刀
の
歴
史
や
魅
力
に
つ
い
て
、
や
さ

し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

■
日
時
・
内
容　

・
第
１
日
目　

２
月
22
日
（
日
）

　
「
日
本
刀
に
つ
い
て
」　

愛
刀
会

・
第
２
日
目　

３
月
１
日
（
日
）

　
「
日
本
刀
の
作
刀
に
つ
い
て
」（
古
式
日
本

刀
鍛
錬
の
実
演
見
学
）　

刀
匠
会

・
第
３
日
目　

３
月
８
日
（
日
）

　
「
日
本
刀
の
研
磨
・
外
装
に
つ
い
て
」　

技
能
会

・
第
４
日
目　

３
月
15
日
（
日
）

　
「
日
本
刀
鑑
定
入
門
講
座
」
保
存
会

※
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

関
鍛
冶
伝
承
館
（
南
春
日
町
）　

■
受
講
資
格　

高
校
生
以
上
で
日
本
刀
に
興

味
が
あ
る
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

無
料

■
主
催　

関
伝
日
本
刀
鍛
錬
技
術
保
存
会

■
申
込
・
照
会
先　

２
月
３
日
（
火
）
か
ら

電
話
で
文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

【
第
３
期
関
市
地
域
福
祉
計
画
】

【
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
策
定
プ
ラ
ン
】

■
募
集
期
間　

２
月
28
日
（
土
）
ま
で

■
照
会
先
・
提
出
先　

福
祉
政
策
課
（
☎

23
―
９
０
３
２　

23
―
７
７
４
８　

fukushi＠
city.seki.lg.jp

）

【
第
４
次
関
市
母
子
保
健
計
画
～
せ
き
・
す

こ
や
か
親
子
プ
ラ
ン
～
（
案
）】

■
募
集
期
限　

２
月
20
日
（
金
）
ま
で

■
照
会
・
提
出
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

　

―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７　

hoken-c@
city.seki.lg.jp

）

■
公
表
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
担
当

課
、
各
地
域
事
務
所
、
西
部
支
所
、
市

立
図
書
館

■
意
見
を
提
出
で
き
る
人　

市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
ま
た
は
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
の
あ
る
方
（
団
体
を
含
む
）

■
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、
意
見
を
記
入

し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
①
持
参
、
②
郵
送
、
③

フ
ァ
ク
ス
、
④
電
子
メ
ー
ル

※
意
見
の
提
出
様
式
は
自
由
で
す
。
口
頭
や

電
話
で
の
意
見
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
、
意
見
募
集
期
間
終
了
後
に

公
表
し
ま
す
。

※
住
所
・
氏
名
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

関
市
の
農
業
魅
力
発
見
ナ
ビ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
参
加
者

■
日
時　

３
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時

■
集
合
場
所　

関
市
役
所

■
募
集
人
数　

先
着
35
人

■
参
加
費　

大
人
２
５
０
０
円
、
小
人
２
０

０
０
円

■
内
容　

▽
ゆ
ず
苗
木
植
栽
体
験
▽
昼
食

（
ゆ
ず
弁
当
）
▽
ゆ
ず
加
工
体
験
・
試
食

▽
イ
チ
ゴ
狩
り

■
申
込
・
照
会
先　

発
見
ナ
ビ
事
務
局
（
農

務
課
内
☎
23
ー
７
７
０
５
）
※
詳
細
は

右
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
42
回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船
と
う
か
い
号

洋
上
研
修
船
乗
船
者
募
集

　
「
と
う
か
い
号
」
で
か
け
が
え
の
な
い

仲
間
に
出
会
い
、
情
熱
あ
ふ
れ
る
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程　

５
月
31
日（
日
）～
６
月
７
日（
日
）

◆
参
加
費　

27
万
５
千
円

◆
チ
ャ
ー
タ
ー
船　

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び

い
な
す
号

◆
参
加
資
格　
20
～
35
歳
く
ら
い
ま
で
の
男
女

◆
主
催　

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会

議
所　

東
海
地
区
協
議
会

◆
照
会
先　
（
一
社
）
関
青
年
会
議
所

（
☎
22
―
２
２
０
５
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sekijc.or.jp

）

市
民
掲
示
板
の
申
込
・
照
会
先
は
秘
書

広
報
課
（
☎
23
―
６
８
０
６
）
ま
で 募集

税・料の納付

月2
固定資産税・都市計画税
国民健康保険税
保育料

住宅使用料・介護保険料
後期高齢者医療保険料

納付期限：3月2日(月)

広報せき 2015.2.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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市
営
住
宅
入
居
者
（
定
期
）

【
公
営
住
宅
】

富
之
保
岩
山
崎

東
山
３
丁
目

東　
　
　

町

住
宅
名

3
L
D
K

3
D
K

3
D
K
間
取

1 
7
，4
0
0
円
～

2 
1
，9
0
0
円
～

1 

5
，6
0
0
円
～

月
額
家
賃

1 2 1 戸
数

■
収
入
基
準

　

▽
一
般
世
帯
＝
月
額
15
万
８
千
円
以
下

▽
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
世
帯
＝
月

額
21
万
４
千
円
以
下　

　

▽
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
＝
月
額
21
万
４
千
円
以
下

　

但
し
、
過
疎
地
域
に
存
ず
る
市
営
住
宅
に

入
居
す
る
場
合
＝
月
額
25
万
９
千
円
以
下

■
入
居
資
格

　

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方　

　

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

の
あ
る
方

　

▽
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方　

　

▽
収
入
基
準
以
内
の
方　

　

▽
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と

■
申
込
期
間　

２
月
２
日（
月
）～
13
日（
金
）

■
入
居
予
定
日　

３
月
25
日
（
水
）

■
選
考
方
法　

抽
選
に
よ
り
決
定

■
申
込
先　

都
市
計
画
課
な
ら
び
に
募
集
住

宅
が
所
在
す
る
地
域
事
務
所

市
営
住
宅
入
居
者
（
随
時
）

【
公
営
住
宅
】

武
芸
川
宇
多
院
B
棟

武
芸
川
小
知
野
Ｃ
棟

北

天

神

岩

下

住
宅
名

2
L
D
K

3
D
K

3
D
K

3
D
K
間
取

1 

6
，8
0
0
円
～

2 
0
，4
0
0
円
～

1 
6
，3
0
0
円
～

1 

6
，4
0
0
円
～

月
額
家
賃

1 1 6

  

1 戸
数

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

武
儀
岩
井
ノ
上

住
宅
名

3
L
D
K

間
取

3 

5
，0
0
0
円
～

月
額
家
賃

1 戸
数

■
収
入
基
準

　
（
公
営
住
宅
）

　

 

▽
市
営
住
宅
入
居
者
（
定
期
）
参
照　

　
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

　

月
額
20
万
円
以
上
60
万
１
千
円
以
下

■
入
居
資
格

　

▽
市
営
住
宅
入
居
者
（
定
期
）
参
照

■
申
込
期
間　

２
月
２
日
（
月
）
～
３
月
31

日
（
火
）

■
入
居
予
定
日　

随
時

■
選
考
方
法　

申
込
必
要
書
類
を
受
理
し
た

順
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
先　

都
市
計
画
課

※
申
込
用
紙
や
収
入
基
準
、
家
賃
な
ど
詳
し

く
は
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
、
募
集
住

宅
が
所
在
す
る
地
域
事
務
所
へ
お
尋
ね

下
さ
い
。

■
照
会
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
８
１
２

１
）

小
中
学
校
図
書
整
理
員

　

４
月
か
ら
小
中
学
校
の
図
書
館
で
勤
務
し

ま
す
。

■
職
種　

学
校
図
書
整
理
員

■
勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
学
校
の
授

業
日
）

■
勤
務
時
間
お
よ
び
勤
務
日
数　

１
日
４
時

間
以
内
（
子
ど
も
が
学
校
に
い
る
時
間

帯
）

　

年
間
１
９
４
日
以
内

■
職
務
内
容　

図
書
の
貸
出
や
修
理
、
デ
ー

タ
の
登
録
な
ど

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

■
そ
の
他　

エ
ク
セ
ル
程
度
の
操
作
が
可
能

な
方
に
限
り
ま
す
。
司
書
資
格
の
あ
る

方
を
優
先
し
ま
す
。
賃
金
な
ど
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

８
１
２
６
）

品目 単位 価格 先月比

キャベツ １玉 194 円 51 円

大根 １本 175 円 43 円

牛肉（ロース）スライス 100 ㌘ 804 円 △ 18 円

牛乳 紙パック１㍑ 206 円 6 円

食パン スライス１斤 162 円 △ 4 円

食用油 キャノーラ油 1000 ㌘ 287 円 △ 18 円

ＬＰＧ ５立方㍍ 4,630 円 16 円

関市消費生活モニター調査（調査基準日1月 1日）（価格は消費税込み）

△印＝マイナス

1月の平均小売価格

広報せき 2015.2.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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平
成
27
年
度
わ
か
あ
ゆ
プ
ラ
ン

非
常
勤
講
師
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

来
年
度
、
市
内
小
中
学
校
で
勤
務
し
て
い

た
だ
く「
わ
か
あ
ゆ
プ
ラ
ン
非
常
勤
講
師（
教

員
免
許
が
必
要
）
の
採
用
試
験
」
を
実
施
し

ま
す
。

▽
日
時　

２
月
27
日
（
金
）
午
後
１
時
（
受

付
）
～

▽
会
場　

市
役
所
六
階
会
議
室

▽
試
験
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

▽
内
容　

面
接
・
小
論
文

※
受
験
に
際
し
て
は
、
事
前
登
録
が
必
要
で

す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

■
登
録
・
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

８
１
２
４
）

一
般
廃
棄
物
ガ
レ
キ
類
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
類
、
瓦
類
、
レ
ン
ガ

類
）
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
ご
家
庭
か
ら
出
た
一
般
廃
棄

物
ガ
レ
キ
類
に
つ
い
て
は
、
肥
田
瀬
埋
立
処

分
場
で
受
け
入
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
３
月

31
日
を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
。
４
月
７
日
か

ら
は
、
次
の
と
お
り
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
中
濃

に
お
い
て
受
け
入
れ
し
ま
す
。
な
お
、
搬
入

前
に
は
生
活
環
境
課
で
搬
入
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。

■
受
入
場
所　

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
中
濃
（
下

有
知
５
９
６
０
）

■
受
入
日
時　

毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
～

４
時
30
分
（
祝
祭
日
を
除
く
）

■
受
入
品
目　

一
般
廃
棄
物
ガ
レ
キ
類
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
類
、
瓦
類
、
レ
ン
ガ
類
）　

■
手
数
料　

10
キ
ロ
に
つ
き
１
５
０
円
（
税

込
）

■
照
会
先　

生
活
環
境
課
（
☎
23
―
６
７
３

３
）、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
中
濃
（
☎
23
―

１
１
７
３
）

関
市
平
賀
第
一
土
地
区
画
整
理
組

合
の
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

■
内
容　

関
市
立
富
岡
小
学
校
の
西
側
で
、

関
市
平
賀
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
の

工
事
が
、
平
成
31
年
３
月
ま
で
の
予
定

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
中
は
工
事

車
両
の
通
行
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、工
事
の
ご
質
問
な
ど
は
、

次
の
照
会
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
都
市
整
備
協
会
（
関
市

平
賀
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
局
）

（
☎
０
５
８
―
２
７
４
―
０
０
８
０
）

学
習
情
報
館
談
話
室
改
修
工
事
の

お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
、
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
学
習

情
報
館
に
「
カ
フ
ェ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
の
談
話
室
を
２

月
１
日
（
日
）
か
ら
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
、

改
修
工
事
の
た
め
閉
鎖
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
７
７
７

７
）

文
化
会
館
喫
茶
店
新
装
オ
ー
プ
ン

　

関
市
文
化
会
館
１
階
に
喫
茶
店
が
新
装
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
お
茶
や
会
話
を
楽
し
み
、

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
喫
茶
店

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
店
名　

カ
フ
ェ　

か
る
茶
（
☎
０
９
０
―

３
２
５
３
―
７
０
０
８
）

■
開
店
日
時　

２
月
６
日
（
金
）
午
前
８
時

30
分

■
照
会
先　

関
市
文
化
会
館
（
☎
24
―

2
5
2
5
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で

集
会
施
設
の
備
品
整
備

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
助
成
金
を
利
用
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
集
会
施
設

の
備
品
整
備
を
肥

田
瀬
中
村
集
会
場

と
富
岡
公
民
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。

■
照
会
先　

市
民

協
働
課
（
☎
23

―
７
７
１
１
）

広報せき 2015.2.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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☆
長
良
川
鉄
道
か
ら
の
お
願
い

「
踏
切
で
は
、
必
ず
一
旦
停
止

を
！
」

　

冬
季
は
路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
な
ど

に
よ
り
、
踏
切
内
で
立
ち
往
生
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
歩
行
者
や
自
転
車
、
自
動
車
な
ど

踏
切
で
は
必
ず
一
旦
停
止
し
、
安
全
を
確
認

し
て
か
ら
横
断
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

長
良
川
鉄
道
株
式
会
社
（
☎
23

―
３
９
２
１

春
季
火
災
予
防
運
動
の
実
施

　

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

る
季
節
を
迎
え
、「
も
う
い
い
か
い　

火
を

消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」
を
統
一
標
語

に
３
月
１
日
（
日
）
か
ら
７
日
（
土
）
ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
り
春
季
全
国
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト

【
三
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
四
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。

■
照
会
先　

中
濃
消
防
組
合
（
☎
23
―
０
１

１
９
）

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

西部はな子さん

（東門前町）

青山とみゑさん

（池尻）

西部さんは好き嫌いなく
何でも召し上がるのです
が、とりわけ温かいプリ
ンが大好物とのこと。
青山さんは近所を流れる
長良川のほとりを散歩さ
れるのが日課だそうです。
いつまでもお元気で。
照会先　高齢福祉課　

☎２３－７７３０

せ
ケーブルテレビ・チャンネル長良川 明

あ す

日を創
つ く

る関のまち2月号

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz 関市の時間

放送

時間

テーマ

毎月第1・3水曜日 午前9時40分

月 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
金 曜 日
土 曜 日
日 曜 日

：
：
：
：
：
：
：

午後12時30分〜12時45分
午後8時〜8時15分
午後8時30分〜8時45分
午後6時45分〜7時
正午〜午後12時15分
午後7時45分〜8時
午後5時45分〜6時

意外と便利！関シティバス、デマンド乗合タクシー

2/  4： 関市の温泉を紹介します
2/18：関市国際交流協会20周年事業

　家族を自死で亡くされた方の悲

しみや想い、寄り添いについての

講演会と講師を囲んでの懇談会を

開催します。

わかくさ・プラザ「総合福祉会館 3 階
３－１，２会議室」

3月8日（日）　午後1時30分～4時日　時

参加費

無 料

こころを守る講演会・自死

遺族の集いを開催します

場　所

吉久 小夜子さん
（NPO 法人グリーフケア・サポートプラザ理事）

講　師

＜第 1 部　午後 1 時 30 分〜 2 時 30 分＞
・講演会「大切な人を亡くした人へ
　　　　　〜分かち合いの意味と支援者の
　　　　　　寄り添いについて〜」
　※一般の方も参加できます。
＜第 2 部　午後 2 時 30 分〜 4 時＞

・自死遺族の集い

内　容

対　象

照会先　

家族を自死で亡くされた方、関係者

岐阜県精神保健福祉センター
（☎ 058-273-1111　内線 2252）

広報せき 2015.2.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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　糖尿病とは、すい臓で作られるインスリンというホルモンの分泌や働きが悪くなり、血液中のブドウ糖
の量（血糖値）が過剰に増加する病気です。ブドウ糖の量が増えすぎると、体内の血管をボロボロに傷つ
け、心筋梗塞や脳血管疾患など、生命を脅かす病気を起こす危険が高まります。

▶ 1日 3食、規則正しい食生活リズムを

▶野菜料理から食べて「食べ過ぎ」予防！

▶なんとなく食べるのは危険！ 3食以外に余分なものを食べていないか見直しましょう！

▶ 1日10分は運動をしましょう！

◎血糖値とは…血液中のブドウ糖の濃度のことをいいます。健診は、食事を抜いて検査しますので、空腹
時に血糖値がきちんと下がっているかをチェックします。※空腹時血糖値基準値：100㎎ /dl 未満

◎HbA1cとは…ブドウ糖と結びついたヘモグロビンのことで、採血時より 1.5 ～ 2か月間の平均血糖値を
反映しています。直前の食事の影響は受けませんので、日ごろの生活、血糖値の推移をみるの
に適しています。※基準値：5.6％未満

しあわせ ヘルス だより

関市保健センター
☎ 24-0111

照  会  先
武芸川保健センター

☎ 46-2899
洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020

自分は糖尿病？健診結果で血糖値とHbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）の
数値をチェックしよう！

糖尿病ってどんな病気？？

数値が高めの人はどうしたらいいの？

　数値を改善したい方、生活習慣を見直したい方は、普段の生活スタイルを一緒に振り返りながら、

工夫できる点を一緒に考えます。まずは、お気軽にお電話でご相談ください！

保健センターでは、保健師・栄養士による健康相談を行っています。

◆日　時　３月５日（木）
　午後１時 30 分～４時 30 分
　（申し込みが必要）
　※１人 45 分程度の相談です
◆場　所
　中濃総合庁舎
　１階診察室・１北会議室
◆内　容
　生活苦、解雇、借金、連帯保
証人、多重債務、人間関係、
犯罪被害、病苦、いじめ等の
相談
◆定　員　３人
◆申込・照会先　
　関保健所健康増進課保健予防係
　（☎ 33―4011（内線 361））

◆日　時
　２月 16 日（月）
　午後１時～２時 30 分
◆場　所
　関市保健センター
　歯科相談室
◆内　容　歯周病についての講
話・お口の中のチェック（出
血・細菌）・ブラッシング指導・
個別相談
◆対　象
　市内在住の 30 歳以上の方
◆指　導
　歯科医師・歯科衛生士
◆定　員　20 人（申し込み順）
◆受講料　無料
◆申込先　関市保健センター

◆テーマ
　「笑いヨガで心と身体
をリフレッシュ！」
◆日　時
　２月 25 日（水）
　午後１時 30 分～３時
　（申込が必要です）
◆場　所
　関市保健センター
◆講　師
　村井　俊雄さん
◆申込先
　関市保健センター
※運動のできる服装で。
タオル持参。

受講料
無料

なるほど！
健康講演会

～弁護士と臨床心理士による～

法律とこころの
健康のための相談会

歯周病予防教室

広報せき 2015.2.1
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日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

2/1 川 村 医 院（ 西 田 原 ☎ 22-2174）千 疋 歯 科（ 千 疋 ☎ 28-5500）

8 長 村 医 院（ 東 山 ☎ 24-5281）堀 田 歯 科 医 院（ 貸 上 町 ☎ 22-2111）

11 さわやか内科クリニック（ 山 田 ☎ 46-9361）本田歯科クリニック（ 西 木 戸 町 ☎ 24-6480）

15 恵 み ク リ ニ ッ ク（ 大 平 台 ☎ 28-3120）間 宮 歯 科 医 院（ 片 倉 町 ☎ 22-1159）

22 にしだ泌尿器科クリニック（ 緑町 2 丁目 ☎ 25-2755）森 歯 科 医 院（ 富 之 保 ☎ 49-2761）

2
月
の
休
日
診
療
当
番

心の健康相談

成人健康相談

●日時・場所　
　2 月 10 日（火）関市保健センター
　午後１時２０分～２時５０分
●相談員　専門医師、保健師
●予約先 　関市保健センター ( ☎ 24-0111)、
　　　　   関保健所（☎ 33-4011）
　うつ病、アルコール依存症、引きこもりなどで
　お悩みの方ご相談ください。

●日 時
　 2 月 2 3 日 （ 月 ）
　 午 後 1 時 3 0 分 ～ 4 時 0 0 分
●内容　血圧測定、尿検査、身長・体重・体

脂肪測定、保健師・栄養士による相
談（栄養士の食生活相談は予約が必
要です。）

●場所　関市保健センター
●照会先　関市保健センター（☎ 24-0111）

★２月８日（日）バロー関ひがし店（市平賀）

　２月１０日（火）関商工高等学校（桐ヶ丘）

　３月３日（火）関信用金庫本店（東貸上）

★３月５日（木）関市役所（若草通）

9:00 ～ 16:00

10:30 ～ 14:30

9:00 ～ 12:00

9:30 ～ 12:00、13:30 ～ 16:00

※３日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去などされた方は採血できません。
ご注意ください。　★ 400 ｍｌ献血限定会場

2月の関市健診

―　献血は　命と笑顔を　つなぐ愛　―

献血にご協力を

▼ 母子健康手帳をお持ちください。 ▼ 乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

※予約が必要です。定員に達している場合は、ご了承ください。※★マークの検診には託児があります。ご希望の方は、予約時にお申し込みください。

▼注意事項　受診時は、受診券（白色のはがき）と健康手帳（緑色のファイル）をご持参ください。健康手帳は、初めて受診された方に関市指定医療機
関または各保健センターでお渡しします。（受診券が届かない場合は、保健センターへご連絡ください。）

2月の妊婦教室・乳幼児相談

種  別 場所（対象地域） 日 受付時間 内容など

母子手帳の交付
＆プレママ教室

関市保健センター（関） 毎週（火） 10:30 ～ 11:15
母子健康手帳の交付・妊婦健診受診券の交付
妊娠中の健康についてのお話

その他保健センター 予約制

すこやか相談 関市保健センター（全地域） 12 日（木） 13:00 ～ 医師による発育・発達相談（予約が必要）

子どもの心の相談 関市保健センター（全地域） 18 日（水） 9:00 ～ 心理相談員によることばやこころの相談（予約が必要）

乳幼児
健康相談

武芸川保健センター（武芸川） 3 日（火） 10:30 ～ 11:30、
13:30 ～ 14:30

身体計測
保健師、栄養士による育児相談（予約不要）

板取保健センター（板取） 13 日 ( 金 ) 9:30 ～ 11:00

洞戸ふれあいセンター（洞戸） 20 日 ( 金 ) 9:30 ～ 11:00

関市保健センター（関） 23 日（月） 9:00 ～ 10:00

種  別 検診場所 日時

特定健診
胃・大腸・肺・前立腺がん検診 関市保健センター 2 月 14 日 ( 土 )

8:00 ～ 10:00

種  別 検診場所 日時

★乳・子宮がん検診 関市保健センター 2 月 24 日 ( 火 )
13:00 ～ 15:00

※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）岐阜県広域災害救急医療情報システム（http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/）
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24-2525

桜本町2 丁目 2月の休館日 2日(月)、9日(月)、12日(木)、16日(月)、23日(月)

24-2529

若草通2 丁目 2月の休館日 2日（月）～6日（金）、9日（月）、16日（月）、23日（月）

※行事・日時など一部変更されることがあります。2月の主な行事
日 会 場 催し物 開演（会）時刻

７日 ( 土 ) 市民ロビー アフタヌーンコンサート　関市消防音楽隊/楽しい吹奏
楽～熱いサウンド～ 午前11時

７日（土）～８日（日） 第2～6会議室／2・3階ロ
ビー／第1～3個展室 第64回関市子ども美術展 午前9時30分

10日（火）～3月31日（火） 第４・５個展室 企画展　どこでもギャラリーへの招待状 午前９時

15 日 ( 日 ) 大ホール 関市合併10周年記念　ＮＨＫのど自慢公開放送 午前11時45分（予定）
※観覧希望当選者のみ

19 日（木 ) 第２会議室 市史の「史料編」で楽しもう!!
②「江戸時代の村について～関村を中心に～」 午前10時

22 日 ( 日 ) 大ホール さくらウィンドオーケストラ　第５回定期演奏会 午後1時30分

26日（木）～3月1日（日） 第２・３・４会議室 ふれあい関教室キルト展 午前9時30分

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日、日曜日：午後2時～2時30分／1日・7日・8日・14日・15日（読書の日）・21日・22日・28日
木曜日：午前10時30分～11時／12日（2～3歳児対象）、19日（0～2歳児対象）
読み手：かみふうせん、おはなし広場「どんぐり」、てくてく、図書館職員

場　所

日　時

第251回市民の劇場武芸川地域市民の劇場 洞戸・板取地域市民の劇場

アロージャズオーケストラ
with岩崎宏美コンサート

ミュージカル
「赤ずきん」

板取川ほほえみ寄席
林家正蔵・林家三平二人会

3月8日(日)3月1日(日) 3月15日(日)

開演時間：午後3時
(開場午後2時30分)
全指定席 5,500 円

開演時間:午前10時30分
(開場:午前10時)
自由席　500 円
武芸川生涯学習センター

照会先:武芸川事務所
（☎46-2311）

開演時間:午後2時
(開場午後1時30分)
全指定席 1,500 円
洞戸ふれあいセンター
多目的ホール
照会先：洞戸事務所

（☎0581-58-2111）

2月の
おはなし会

2月の
おはなし会

好評
発売中！

2月 3日（火）～6日（金）までは蔵書点検のため休館します。本の返却はブックポストにお願いします。
※ビデオ・CD・DVDは傷みやすいため、図書館内にいる職員に手渡しでご返却ください。

発売開始
2月４日(水)発売開始

2月3日(火)

2月10日（火）
午後1時30分～3時

2月14日（土）
午後1時30分～3時

2月20日（金）
午前10時～11時30分

纐纈充さん（せきガイドグループ）

一般

30人

図書館職員

一般

10人　※申し込みは各回ごと

わかくさ・プラザ学習情報館2階
「ギャラリー」

図書館内「研究室」 わかくさ・プラザ学習情報館2階
「ギャラリー」

一般 30人

堀野慎吉さん（日本児童文学者
協会会員・児童文学作家）

さまざまな分野から「ふるさと

関」を見つめてみませんか。

今回は、関市における関東地方・

関西地方から来ている歴史・文

化（神社仏閣など）についてお

話します。

市民の皆さんに親しまれるより

よい図書館づくりを目指して、

一緒に取り組んでいきませんか。

第 9 回は、今年度中に予定し

ている図書館アンケートについ

て皆さんのご意見を伺います。

県岐阜商業から早稲田大学に進

んで野球選手として活躍し「最

後の早慶戦」に参加。24 歳で

沖縄近海の海に散った「近藤清」

の生涯を辿ります。戦後 70 年

の今年、改めて戦争と平和の問

題を考えます。

きらめく関学 
その4 ＜関市の東・西＞

図書館パートナー講座 第9回 
＜図書館アンケート＞

野球選手は戦場に散った
～近藤清の青春～

日　時 日　時 日　時

講　師

対　象

定　員

講　師

対　象

定　員

場　所 場　所 場　所

対　象 定　員

講　師

内　容
内　容 内　容

図書館イベントは“参加費無料”です。図書館カウンターまたは電話、FAX、
E-ma i lでお申し込みください。  ☎24-2529  23-7780   l ib@city.seki .gifu. jp図書館イベント参加者募集
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●福祉総合相談（☎22-0372）

　各日とも午後1時30分～3時30分

　関　毎週土・日曜日　総合福祉会館1階「1-1相談室」

　洞戸    13日（金）  板取　5日（木）　

　武芸川 17日（火）  武儀 20日（金）

　上之保 24日（火）

●生活の全般的な相談

（岐阜県パーソナル・サポート・センター　☎058-269-3757）

　毎週木曜日 午前9時～午後5時　総合福祉会館1階「1-1研修室」

●人権（悩みごと）相談（☎23-9349）

　 ▼3日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」　

●心の健康相談（☎21-5566）※事前予約が必要

　 ▼9日（月）午後2時～、3時10分～、4時20分～（1日3人まで）

　かざぐるまサポートセンター（稲口774-1）

●心身障がい者（児）総合相談（☎23-9032）

　 ▼25日（水） 午後1時～3時　 ▼15日（日） 午前10時～正午

　総合福祉会館1階「生活訓練室」

●家庭児童相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階「家庭児童相談室」

●母子・女性相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階「児童母子福祉センター」

●まちの保健室（☎24-0111）

　22日（日）午前11時～午後1時　総合福祉会館1階「生活訓練室」

日 関　地　区 武芸川地区

2/1 小 沢 設 備 工 業 （ 上 白 金 ☎ 2 8 - 2 0 8 0 ） 井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

7 兼 松 管 工 （ 小 野 ☎ 2 9 - 0 0 9 0 ） 武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

8 オ ザ キ （ 小 瀬 ☎ 2 3 - 1 3 7 2 ） セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

11 波 多 野 設 備 （ 東 町 1 丁 目 ☎ 2 2 - 6 7 6 5 ） 伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

14 丸 長 設 備 工 業 （ 上 白 金 ☎ 2 8 - 3 2 4 3 ） 井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

15 山 田 設 備 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 5 9 7 5 ） 井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

21 ア テ イ ン ム ラ イ （ 春 里 町 2 丁 目 ☎ 2 2 - 9 4 3 2 ） 武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

22 シ ン エ イ 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 1 7 ） セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

28 堀 内 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 2 8 8 0 ） 伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区

2/1 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ） ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

7 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ） ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

8 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ） 松波水道ポンプ工業所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

11 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ） 協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

14 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ） 吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

15 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ） 後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

21 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787） 水 専（ 岐 阜 市 ☎ 058-229-3725）

22 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ） 美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-0537）

28 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ） ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581-57-2727）

2月の水道当番

2月の
各種無料
相談案内

●教育相談（関市ふれあい教室☎23-7773、まなびセンター☎23-7760）

　月～金曜日　午前9時～午後4時　関市ふれあい教室（栄町3）

　火～日曜日　午前9時～午後5時　まなびセンター（学習情報館3階）

●婚活サポートセンター（☎23-7776）（わかくさ・プラザ内）

　 ▼  6日・20日（金）午後1時～3時30分

　 ▼14日（土）・22日（日）午前9時～11時30分　　　

　洞戸ふれあいセンター（ほらどキウイプラザ内）および武儀生涯学習センター

　 ▼  6日（金）午後1時～3時30分　 ▼22日（日）午前9時～11時30分

●高齢者相談

（中央第１☎23-0660、中央第２☎23-5320、中央第３☎28-2208、

　中央第4☎24-8580、東☎40-1237、西☎45-1007）

　月～土曜日 午前9時～午後5時 

　中央第1～第4・東・西の各地域包括支援センター

●内職就業相談（☎24-6767）

　毎週木曜日　午前10時～午後3時　アピセ・関（平和通7）

●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎058-278-1149）

　18日（水）午前9時～午後4時　市役所1階アトリウム　相談コーナー

●法律相談（☎22-2266）

　16日（月）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）

●消費生活相談（☎23-6752）

　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時　商工課

●ＤＶ電話相談（☎25-1489）

　毎週木曜日　午後0時30分～4時　手をつなぐ女たちの会

●法律相談（弁護士）（☎23-6706）前日に電話予約（午前8時30分～市民課・先着8人）

　 ▼12日（木）・19日（木）・26日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●行政相談（☎23-6706）

　 ▼  5日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階「1-1研修室」 ▼17日（火）午後1時～3時　武芸川老人福祉センター「会議室」

●行政書士による許認可手続相談（岐阜県行政書士会　☎058-263-6580）

　 ▼17日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●不動産に関する相談（☎23-6706）

　 ▼10日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●年金相談（☎23-6724）毎週火曜日　午前10時～午後3時　金曜日　午前9時～正午　国保年金課（予約が必要）

発行／岐阜県関市　編集／秘書広報課　〒 501-3894 関市若草通 3 丁目1番地　☎ 0575-22-3131　　 0575-23-7744

E-mail hishokoho@city.seki.lg.jp　ホームページ http://www.city.seki.lg.jp/
「広報せき」は、ボランティア団体のご協力で、視覚障がいのある方に音訳（朗読）テープと点字による広報をお届けしています。
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